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一
般
質
問

町
の
花
・
鳥
は
な
ん
だ
べ

須
藤
典
夫
議
員
　
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
木
の
制
定

は
平
成
14
年
に
「
杉
・
ブ

ナ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
」
を
決

め
た
。
町
制
施
行
一
〇
〇

周
年
記
念
に
花
や
鳥
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
３
月
に
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

の
３
回
目
が
あ
る
。
そ
こ

で
一
〇
〇
周
年
記
念
と
し

て
の
花
や
、
鳥
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事
前
に

委
員
の
方
々
に
リ
サ
ー
チ

し
、
当
日
そ
の
件
に
つ
い

て
も
協
議
題
と
し
て
検
討

し
た
い
。
そ
の
中
で
、
金

山
の
花
・
金
山
の
鳥
を
委

員
の
方
々
か
ら
協
議
し
て

い
た
だ
き
、
自
然
を
彷
彿

す
る
よ
う
な
感
じ
で
、
是

非
と
も
制
定
し
て
み
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
結

果
は

須
藤
議
員
　
若
手
職
員
に

よ
る
今
後
の
町
づ
く
り
へ

の
提
言
が
報
告
さ
れ
た
が

そ
の
内
容
は
ど
う
い
う
も

の
か
。
そ
れ
ら
へ
の
対
応

は
。

総
務
課
長
　
役
場
全
課
か

ら
推
薦
を
受
け
た
17
人
の

職
員
と
、
５
人
の
総
合
政

策
課
職
員
が
事
務
局
と
な

り
、
計
22
人
が
３
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

　
活
動
の
テ
ー
マ
は
、
地

域
課
題
か
ら
吸
い
上
げ
て

お
り
、「
人
口
減
少
カ
ー

ブ
の
緩
和
」、「
町
民
へ
の

明
る
い
展
望
」、「
所
得
向

上
対
策
」
の
三
つ
を
設
定
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
職
員
は
課
の

枠
を
超
え
て
、
業
務

の
合
間
に
定
期
的
に

集
ま
っ
て
議
論
し
合

い
、
聞
き
取
り
調
査
、

先
進
地
視
察
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
職
員

の
経
験
値
の
蓄
積
及

び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

も
繋
が
っ
た
と
評
価

し
て
お
り
、
成
果
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

　
来
年
度
も
、
町
及

び
地
域
課
題
の
洗
い

出
し
と
解
決
方
策
を

模
索
す
る
た
め
テ
ー

マ
と
メ
ン
バ
ー
を
変

更
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
活
動
を

実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

各
団
体
か
ら
の
意
見
の

内
容
は

宮
林
聡
志
議
員
　
令
和
６

年
度
当
初
予
算
要
求
は
最

終
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
各
団

体
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

が
意
見
の
内
容
は
。

総
合
政
策
課
長
　
町
内
24

団
体
と
意
見
交
換
を
実
施

し
た
。
各
団
体
と
も
人
口

減
少
、
高
齢
化
か
ら
構
成

員
が
減
少
し
て
お
り
活
動

の
停
滞
、
担
い
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
に

よ
る
影
響
か
ら
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

歳
出
削
減
を
目
的
に
行
っ

た
公
共
施
設
の
再
編
に
よ

る
不
便
さ
や
子
育
て
支
援

施
設
の
充
実
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

意
見
・
要
望
に
対
す
る

対
応
は

宮
林
議
員
　
意
見
の
中
に

は
ゼ
ロ
予
算
で
す
ぐ
で
き

る
こ
と
、
予
算
を
措
置
し

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
予
算
へ
反
映
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
ホ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
カ
ム
ロ
の
改
築
も

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
町

内
事
業
所
の
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
、
投
資
的
経
費

も
経
常
経
費
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
町
長
の

考
え
は
。

町
長
　
団
体
等
の
意
見
、

要
望
に
つ
い
て
は
庁
舎
内

全
体
で
共
有
し
た
。
各
課

で
議
論
を
行
い
課
題
等
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
予

算
編
成
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
協

議
し
な
が
ら
予
算
に
反
映

し
て
い
く
。
町
発
注
の
公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、
抑

制
気
味
で
あ
っ
た
が
、
町

内
経
済
対
策
に
加
え
、
雇

用
の
安
定
を
確
保
す
る
た

め
、
可
能
な
限
り
確
保
し

て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
料
の
見
込
み

は宮
林
議
員
　
来
年
度
か
ら

３
年
間
の
介
護
保
険
料
は

現
段
階
で
ど
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
現
在
、

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
中
で
あ
る
。
保

険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
前

回
の
計
画
よ
り
下
が
る
も

の
と
試
算
し
て
お
り
、
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
も
一

定
程
度
減
額
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
今
後
、
町
高

齢
者
総
合
支
援
推
進
委
員

会
に
諮
り
３
月
定
例
会
へ

提
案
す
る
予
定
。

機
能
別
消
防
団
員
制
度

の
導
入
と
予
算
措
置
を

宮
林
議
員
　
消
防
団
員
の

減
少
が
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

町
消
防
団
と
し
て
も
対
策

を
講
じ
て
き
た
が
、
消
防

団
員
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
最
上
管
内
で
３
つ
の
自

治
体
、
県
内
で
は
９
市
町

村
が
機
能
別
消
防
団
員
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。
町

外
に
勤
務
す
る
団
員
も
い

る
こ
と
か
ら
延
焼
を
防
ぐ

た
め
に
も
制
度
の
導
入
と

予
算
措
置
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

町
民
税
務
課
長
　
機
能
別

消
防
団
員
制
度
は
、
消
防

団
員
確
保
の
た
め
平
成
17

年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
。

令
和
５
年
４
月
現
在
、
全

国
７
０
５
団
体
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。
消
防
団
員
不

足
が
顕
著
で
あ
り
、
火
災

発
生
時
の
ポ
ン
プ
稼
働
に

不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
当

初
予
算
に
必
要
経
費
を
要

求
し
て
い
る
。

一
般
質
問

回
答
町
内
経
済
対
策
と
介
護
保
険
料
の
引
下
げ

R
6
当
初
予
算
の
見
込
み
は

町のシンボル
　　　「花・鳥」は
回答 町制100周年事業で制定

は
か

須 藤 典 夫 議員 宮 林 聡 志 議員

上記は各チームの主な提案。タイトル前のマークは、◎事業化採択、○課で協議し予算要求、△継続検討、×未採択

Aチーム

△民間アパート建設支援
○空き家リノベーション定住促進
△屋内遊技場整備
◎子育てパパ応援
◎ワーケーション環境整備

Bチーム

×道の駅のあり方
△金山移住・交流プロジェクト
×金山町果樹王国構想
◎行政情報をより手軽に！！
　より楽しく！！

Cチーム

「人口減少カーブの緩和」 「町民への明るい展望」 「所得向上対策」
◎地域モリアゲマルシェ
◎軽トラ市の開催
◎キャッシュレス決済の導入
△農業人材確保及び生産能力の
　向上対策

金山町消防団 消防操法大会

杉

ブナ

ヤマボウシ


